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海洋教育のねらいの一つである「海の自然に親しみ，海に進ん
でかかわろうとする子ども達を育てる」ために，天領小学校・みなと
小学校の３年生で有明海の干潟観察を行いました。

ゲストティーチャーとして，『世界文化資産「三池港」と有明海を学
ぶ会』の方々を招き，有明海の干潟に生息する様々な生き物につ
いて教えていただきました。

また，地域の方々にも子ども達の安全見守りをかねて参加して
いただき，子ども達は体験的に「海」について学び，様々な生き物
が生息する「海」の素晴らしさを感じ取ることができたようです。

干潟観察事前学習会。干潟の生
き物や，干潟と山のつながり，
生活排水の危険性などについて
事前に学習を行いました。

荒尾干潟にみなと小の子ども達
と一緒に集合。ゲストティー
チャーの方々から干潟観察のポ
イント説明を受けます。

GTの柿川先生と一緒に生き物探
し。広大に広がる干潟に驚きまし
た。

石の下，土の中，潮止りなど
に，カニやヤドカリ，イソギ
ンチャク，クラゲなどいろん
な生き物を見つけました。

子ども達が見つけた生き物
について，ゲストティー
チャーの方から詳しく説明
していただきました。

「海洋教育」の取組

たくさんの生き物を見つけ
たけど，名前がわからない
ものもいた。見つけた生き
物たちはどんな生活をして
いるのだろう？調べてみた

いな。


